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令和６年度第２回宗像市国民健康保険運営協議会 議事録（要点筆記） 

 

日 時 令和７年１月２１日（火） 午後６時３０分 ～ 午後７時２２分 

会 場 宗像市役所 北館２階 ２０２会議室 

出席者 
委員：荒井かおり、辻伸子、阿久根文子、伊賀美穂、玉井郷一、坂口尚登、柴田祐治、 

長谷川勝憲、緒方文子、梅木陽子、山村美紀 

その他出席者 

（事務局） 

福嶋 浩之（保険医療担当部長）、 

秦康典（国保医療課長）、武丸忠輔（国民健康保険係長）、小野世津子(主任主事) 

議事及び 

報告事項 

1. 開会 

（1） 会長あいさつ 

（2） 議事録署名委員の指名 

2. 議事 

（1） 諮問について 

・宗像市国民健康保険基金の活用方針を踏まえた令和 7年度国民健康保 

険税の税率（額）について 

３． 報告事項 

（1） 国の動向(制度改定「予定」)について 

 

４． その他 

（1）    今後の予定 

（2）    委員の任期について 

資料 
1. 令和６年度第２回宗像市国民健康保険運営協議会次第 

2. 令和６年度第２回宗像市国民健康保険運営協議会会議資料 
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議事録（要点） 

項目 発言者 内容 

１． 開会 事務局 

委員 13 人中、出席者９人。宗像市国民健康保険運営

協議会規則第３条第５項により会議成立。 

令和６年度第２回宗像市国民健康保険運営協議会を

開会。 

 

(１)会長あいさつ 会長 あいさつ 

(2)署名委員の指名 会長 議事録署名委員に、坂口委員、長谷川委員を指名。 

 各委員 （了承） 

２．議事 

 

 

(1) 諮問ついて 

宗像市国民健康保険基金の活

用方針を踏まえた令和 7 年度

国民健康保険税の税率（額）に

ついて 

事務局 議事(１)について説明。 

会長 

今年度から参加の委員もいるので、宗像市国民健康

保険基金の活用方針について要旨の説明をお願いし

たい。 

 

 

事務局 

現在、宗像市国民健康保険基金は 15 億円程度あ

る。基金の活用の仕方については市独自の条例を定め

ており、基金をどのように使うか３つの方法を規定して

いる。 

 １つ目は、自然災害等で生じた国民健康保険税の減

収を補填するための使い方。2 つ目は被保険者の健康

増進に伴う保健事業を行うのに使う方法。３つ目は県

から提示された納付金に大きな増額があった場合に

は、基金を活用して補填する方法。 

 ３つ目の基金を活用して補填する納付金について、従

来は医療費給付費分に限られていたが、昨年度の協

議会で頂いた答申に基づいて、後期高齢者支援金分、

介護納付金分の不足があった場合も基金を活用でき

るように条例改正を行った。 

 会長 質疑、意見はないか。 

 A 委員 
1 ページ目の棒グラフの表を見ると、令和２年から令

和７年の一人当たりの医療費は増えているが、被保険
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者数はだんだん減っていっている。つまり、被保険者数

は減っていき、保険税として集めるお金も減っていき、そ

れに対して医療費は上がっていく。だんだんお金が減っ

ていくと言う理解でよろしいか。 

 事務局 

おっしゃるように被保険者数は年々減少している。特

に、ここ数年は団塊の世代が 75 歳に到達して後期高

齢者医療に移行した。それに伴い、国民健康保険の加

入者が減少、被保険者数は年々減る傾向にある。今年

は団塊の世代の最後の年の方が 75 歳になる。これ以

降は、ある程度鈍化はしていくと思われるが、もう数年

は減少の傾向が続くかと思われる。 

 一方で、医療費については、医療の高度化や長寿命

化により医療費がかかるので、一人当たりの医療費は

増えていくと考えられる。 

 A 委員 

具体的な話だが、人工透析患者が一人で年間に何

百万円ものお金がかかるという話があり、いかに糖尿

病の人を減らし、人工透析に至ってしまう人を減らして

いけるかが喫緊の課題と聞いたことがある。そのあたり

はいかがか。今上昇しているのか。 

 事務局 

人工透析の１人あたりの年間医療費はおよそ 500

万円といわれている。透析になる前に、様々なアプロー

チをすることで健康寿命を延ばすことが求められてい

る。 

 事務局 

（補足して）医療の高度化で高価な薬剤・新薬が開

発、コロナ禍で患者への感染症対策・対応、診療報酬

の増額改定などが行われ、患者にとっては手厚い医療

が受けられるメリットがある一方で、費用は高止まりあ

るいは増額する。 

被保険者が減ると、それに伴い医療費の総額も減る

のが当然だが、全国的な傾向で、被保険者は減ってい

るのに総医療費は横ばいか、微増という傾向が続いて

いる。そうすると被保険者が減った分の医療費は右肩

上がりということで、国保税の今後については予断を

許さないと事務局は考えている。 

 
 

B委員 

それに関連して、1 ページを見ると、医療給付費分の

令和６年と７年を比べるとほぼ横ばい。後期高齢者の

介護納付金は若干下がっているが、これは被保険者が
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減っているから割り当てが減っているということか。 

事務局 

これについては県が納付金の試算しており、その算定

は、２年間の期間を持って概算払いと実績報告をして

いる。今回の令和7年度の県の試算は、前期高齢者交

付金の実績精算額が県の見込みより 72 億円多く交

付されたことにより、後期高齢者支援金分、介護納付

金の減額につながったと県から説明があった。 

全国的な後期高齢者支援金分、介護納付金に要す

る介護給付費が令和6年度と比べ令和7年度が減っ

たから減少したのではなく、２年前の県の見立てよりも

過年度の精算金が県の予想以上に入ってきたので、結

果的に引き下げることができたという見解。 

B 委員 介護納付金も同じような計算をするのか。 

 事務局 はい、２年分計算しています。 

B 委員 

それから昨年の条例改正で後期高齢者支援金分、介

護納付金分の不足があった場合に補填することに

ついて、今後 2 年、3 年、４年と経っていく中でい

つまで持続可能なのか、補填し続けられると考えら

れているのか。 

事務局 

平成 30 年度の県単位化に伴い財政運営の責任主

体が福岡県に代わり、県は国保運営方針という大きな

方針を持って医療を進めている。そこで、市町村ごとに

保険料が違うと望ましくないということで、保険料水準

の統一化を図っている。県は統一化に向けて調整する

なかで、ある程度の国保事業費納付金の試算を市町

村に示している。それを踏まえて、宗像市は毎年基金残

高と国保事業費納付金の、県が提示した予定納付金

額の変化を見据えながら、基金を活用していく方針を、

昨年の医療費適正化会議にてまとめた。 

 B委員 
先々とは言ってもどこかで統一されるというこ

とか。 

 

 

事務局 

保険料水準の県内統一までの間、毎年おそらく保険

税額は上がる。そこで基金を活用し、税額を据え置いた

結果、県から提示された額から乖離が進むが、どこか
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のタイミングで基金の残高を見据えながら調整し、被

保険者が納める税も上げる可能性が出てくる。 

事務局 

（補足して）将来の見込みなので、あくまでも事務局の

試算だが、県の国保運営方針は令和 11 年度までの６

年間ある。この６年間は基金を活用し、税率を据え置い

ても一定の基金を保つ状況にあるのではと試算してい

るが、毎年の医療費の状況と決算状況、県からの提示

金を見ながら毎年事務局で協議し、運営協議会に諮る

考えである。医療費は母体が大きいのでどうなるかわ

からないので、毎年度、提案していく。 

  会長 
不足分を基金で補填するやり方については今の議

論は重要なポイントとなる。他にご意見等あるか。 

 

 

 

 C 委員 
基金の残高はいくらまで積み上げておくように、という

規定や国の指示はあるか。 

  事務局 

国からの規定はなく、市独自で基準を作っている。事

務局案としては税収の 20％程度は常に必要と考えて

いる。税収が 20 億円弱なので、その 20％で 4 億円。

災害が起こった場合、全市域に及ぶような大規模災害

であれば、激甚災害救済法が適用されて国が動いてく

れるが、市の一部地域、例えば全体のうち１割ぐらいの

地域で災害が起きた場合、減免をする必要が生じて１

割くらいの被保険者からの税収が、全く入ってこない状

況が２年間続いた場合は、減収が 20％程度になると

見込み、税収の 20％つまり 4 億円は災害時の補填を

するために必要と、現在市は考えている。 

  会長 

他に意見等はないか。 

本日の諮問案について事務局案の通り了承でよろし

いか。 

  委員 （反対意見なし） 

３．報告事項 

 

(１)国の動向(制度改定「予

定」)について 事務局 報告事項(１)について説明。 

会長 質疑、意見はないか。 
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委員 （質疑、意見なし） 

事務局 

余談だが、先ほどの説明であったように最高限度額

が 106 万円から 109 万円に改正、全国的に 3 万円

の増税になる。年額限度額に到達する世帯は宗像市

で 300 世帯くらいの高額所得の方が該当。所得の高

い方に一定程度負担をお願いしないと、中低所得者の

世帯の方がその分の負担を被らなければ均衡がとれ

ない状況である。全国的に限度額を 3 万円引き上げ、

所得の高い方には申し訳ないが、この医療費を賄うた

めに負担をお願いするということで、改正が行われてい

る。趣旨をご理解の上ご協力をお願いしたい。 

会長 
それでは、確認のため、事務局で答申案の読みあげを

お願いしたい。 

事務局 答申（案）を読み上げ 

  会長  

税率や金額については間違いないと思われる。 

この内容で、市長に答申してよろしいか。なお、文言

の微修正などについては、会長一任でよろしいか。 

委員 （反対意見なし） 

４．その他 

 (１)今後の予定 

事務局 その他(１)について説明 

会長 質疑、意見はないか。 

委員 (質疑なし) 

 （２）委員の任期について 

事務局 その他（２）について説明 

会長 質疑、意見はないか。 

委員 （質疑なし） 

 

 


